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研究分野：臨床神経心理学 
科研費の分科・細目：心理学・臨床心理学 
キーワード：認知障害・統合失調症・脳画像・神経心理学・前頭葉 
 
１．研究計画の概要 

統合失調症を中心とした前頭前野機能障
害の病態解明および前頭前野機能の役割と
その神経基盤を明らかにすることを目標と
して、第 1 に、脳磁気共鳴画像(MRI)と神経
心理検査双方を同一被験者に行い、前頭前野
の下位領野の体積と遂行成績との関連を検
討する。第 2に、脳機能画像によって、前頭
葉課題による前頭前野の脳活性部位を明ら
かにする。第 3に局在病変のある前頭葉損傷
患者、統合失調症および健常者に神経心理学
的検査バッテリーを施行し、比較検討する。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）脳形態学的特徴と神経心理機能（とく
に記憶方略）との関連 

記憶方略(記憶の組織化)と前頭前野の形
態学的特徴(脳体積）との関連の検討として、
三次元 MRI スキャンと単語記憶学習検査を
行い、統合失調症患者 35 名、統合失調型障
害患者 25名および健常者 19名のデータを収
集した。得られた脳画像から、上前頭回、中
前頭回、下前頭回、腹内側前頭皮質、眼窩前
頭回、直回および全脳の体積測定を関心領域
法によって行い、これらの体積と記憶の組織
化指標との関連を検討した。結果、健常者で
は左下前頭回の灰白質体積と意味的クラス
タリングとが正に相関していた。統合失調症
患者では左眼窩前頭回の灰白質体積と意味
的クラスタリングとが正に相関していた。統
合失調型障害患者では、左下前頭回の白質体
積と意味的クラスタリングとが負に相関し、
系列的クラスタリングとが正に相関してい
た。このことから、健常者の意味組織化が左
下前頭回の脳体積と関連しているが、患者で
は異なることが明らかになった。 

（2）前頭前野関連課題における脳機能画像
研究 
①神経心理課題（記憶方略、メタ記憶および
系列的動作）についての NIRS 研究 
記憶学習課題実施中の脳活動の計測(脳機

能画像研究)として、健常者に全頭型光トポ
グラフィ（近赤外線スペクトロスコピー：
NIRS）を用いて、酸素化ヘモグロビン(oxyHb)
と脱酸素化ヘモグロビン(deoxyHb)の変化量
の測定を行なった。結果、左下前頭部周辺の
酸素化ヘモグロビンの変化量と記憶組織化
指標との関連が認められ、単語を意味的に処
理し、効率的に記憶するためにこの領域が重
要な役割を果たしていることが示唆された。
さらに、メタ記憶と記憶方略の関連を検討し、
記憶課題施行中の oxyHb濃度の変化量を調べ
た。その結果、メタ記憶は効果的な記憶方略
を選択する過程に関与し、その脳内機構の特
徴として、両側外側前頭前野の機能がメタ認
知的コントロールに、両側内側前頭前野の機
能がメタ認知的モニタリングに関与してい
る可能性が示唆された。また、系列動作課題
(Fist Edge Palm task)を用いて NIRS を実施
したところ、前頭前野の oxyHb 濃度がコント
ロール課題時よりも増加したことから、前頭
前野の機能は系列動作課題遂行に強く関与
していることが示唆された。 
②前頭前野関連課題における機能的脳磁気
共鳴画像（ｆMRI）研究 
ｆMRI を用いて、心の理論課題施行中の健

常者の脳活動の検討を試みた。その結果、内
側前頭回、右中前頭回の賦活が認められた。
他に、情動処理系を抑制する前頭前野の脳活
動を検出することが仮定される注意課題を
作成し、健常者にこの課題施行中の fMRI を
実施した。結果については現在解析中である。 
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（3）神経心理検査バッテリーによる健常者、
統合失調症患者および前頭前野損傷患者の
比較検討 

前頭葉損傷患者および統合失調症患者に
適用可能な前頭葉機能関連神経心理検査バ
ッテリーを精錬させるために、まず健常者へ
の実施を試み、また患者での検討を開始した。
また、全般的な神経心理検査のほか、統合失
調症患者に特徴と思われる認知課題を盛り
込むための検討を行った。そのひとつとして、
Global-Local 課題を用いて統合失調症患者
における注意の移動の検討を行った。その結
果、統合失調症患者では、Global から Local
よりも Local から Global への切り替えコス
トが健常者に比して大きく、Local から
Global へ視覚的注意を移動する過程での障
害があることが示唆された。このことから前
頭葉機能障害との関連が予測されている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

上記（1）については比較的順調に成果を
出すことができた。（2）および（3）につい
ては、関連する分野との連携がとれ、脳機能
画像および神経心理検査バッテリーの取り
組みに着手できている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

脳形態画像と神経心理機能についての関
連の検討は比較的進めることができてきた
ので、今後は脳機能画像の検討を精錬し、例
数を増やして検討してゆくこととする。さら
に、協力可能な患者での前頭前野機能検査の
実施を推し進める予定である。 
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